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1.緒言	 


























育教員養成課程の 34 名（男性 19 名，女性 15 名）であった．全 15 回の授業における 10 月 23 日から 12 月
11 日までの 8 回の授業にて考案したモデル授業を実施し，評価の対象とした．また，モデル授業のまとめ
から 1 月後に持続効果検討のための計測を併せて実施した．また，これらの授業で教授した学習内容を講義
形式でのみ実施する群を統制群とし，学習様式が結果に与える影響を合わせて検討した．統制群は，上記授
業を翌年度に履修した同学部生 21 名（男性 9 名，女性 12 名）であった．全 15 回の授業における 12 月 3



















らの考えに基づき，表 1a で示した授業内容を教科専門と教科教育の教員計 4 名にて協議し考案，実施した．
まず，オリエンテーション後の 2 回目の授業で，ランニング速度に対する各自の心拍数変化を計測し，それ
らの関数を算出させた．それらの個人差の大きさや変化傾向への気づきを経て，第 3 回では，運動生理学講





































てコントロールする技能の測定・評価とした．なお，今回は 5 分間走を 2 度行う形式を取っているため，一
度目のランニングの後に目標との誤差を知り，走速度を調整することが可能であった．本側面では，そのよ
うな修正能力も含めて技能的側面と考え，5 分間走を 2 度実施した合計走距離と 2 度のランニング直後の心
拍数の平均値を用いて評価を実施した．心拍数は，ランニング修了後，直ちに 15 秒間の脈拍数を測定した
ものを 4 倍し，60 秒間の脈拍数を推定したものとした．3 回の授業実施における上記項目の差の検定は，反





















	 モデル授業においては事前調査を初回の授業時（2013 年 10 月 23 日）に，事後調査をまとめの授業時（2013
年 12 月 11 日）にそれぞれ実施した． また，統制群においては，事前調査を初回の授業時（2014 年 12 月 3
日）に，事後調査をまとめの授業時（2014 年 12 月 24 日）にそれぞれ実施した． 
 
2.4.2 調査対象	 
	 モデル授業においては，事前・事後調査に不備なく回答した 28 名（男性 15 名・女性 13 名，平均年齢 20.9
±0.7 歳）を対象とした．また，統制群においては事前・事後調査に不備なく回答した 10 名（男性 5 名・女
性 5 名，平均年齢 20.9±0.6 歳）を対象とした． 
 
2.4.3.調査内容	 
	 事前，事後調査において，下記の①―⑤までの内容が対象者全員に実施された．  
	 ①フェイスシート	 調査票冒頭のフェイスシートでは，学籍番号，性別，年齢，部活動参加の有無につい

































のある t 検定による差の検定を実施した．また，モデル授業と対照群との差の検定には t 検定を用いた．分
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 図 1 は，モデル授業において実技を実施した 5 時間を対象に「よい体育授業」への到達度調査の好意的反
応の比率変化を示したものである．「精一杯の運動」は，単元全体で 90％以上であり，意欲的に授業に取
り組んでいたことを示している．また，「仲間との協力」は，単元 4 時間目から 90％以上となり，授業の
スタイルに慣れ，ペアやグループの仲間と協力して活動できていたことを示唆している．一方，「技や力の
伸び」と「新しい発見」は，同様の変化傾向を示し，単元 4 時間目で 80％以上となった後，単元 6 時間目


















12 項目であり，「標準以下の伸び（↓）」を示した項目は 1 項目であった．また，女子で「標準以上の伸
び（↑）」を示した項目は 12 項目であり，「標準以下の伸び（↓）」を示した項目は 2 項目であった．し
かしながら，その内訳には男女差が認められた．すなわち，「標準以上の伸び（↑）」を示した項目は，「よ







を示した項目は 7 項目であり，「標準以下の伸び（↓）」を示した項目は 4 項目であった．また，女子で「標
準以上の伸び（↑）」を示した項目は 10 項目であり，「標準以下の伸び（↓）」を示した項目は 12 項目で
あった．その内訳には男女差が認められ，「標準以上の伸び（↑）」を示した項目は，「よろこび」尺度で
男子が 2 項目，女子は 0 項目，「評価」尺度で男子 2 項目，女子 3 項目，「価値」尺度で男子 4 項目，女子
5 項目であった．  
	 また，表 4 は，男女共通して「標準以上の伸び（↑）」を示した項目を取り出し，小林（1978）の「よい
授業の姿」の構造を指標に授業の全体的特徴を示したものである．男女共通して「標準以上の伸び（↑）」
を示した項目はモデル授業では 7 項目であり，4 つの構成要因に関わる項目が取り出された．また，統制群











	 表６に計測した身長，体重，Body Mass Index，体脂肪率，ならびにランニング時の心拍数の変化を示し
た．いずれの項目においても，授業前後で統計的な有意差は観察されなかった．また，生活の変化に関して

























コアを示した．一方，「技や力の伸び」と「新しい発見」は，同様の変化傾向を示し，単元 4 時間目で 80％
















































への自信に関しては，2.68 から 4.54 へと大きな変化が観察され，「うまく指導できると思わない」のレベ
ルから改善する結果となった．一方，統制群においても，体つくり運動の指導に対する自信と身体的有能感
の認知に有意な得点増加が見られた．身体的有能感の認知の増加については大きな増加ではなかったが，指
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表２	 単元経過に伴う「新しい発見」内容の記述の変化	 	  
質問内容）	 この体育の授業で，「あっ，そうか！」「わかった！こうすればいいのか」 
ということがありましたか？ 
 
a モデル授業参加者の記述 
 
 
b 統制群の記述 
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表３	 態度測定の診断結果	 
	 
	 
	 
表４	 小林の「よい授業の姿」の構造との比較	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表５	 心理尺度の変化	 
 
 
 
 
表６	 形態，生理指標の変化 
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表７	 改良後のモデル授業 
 
 
